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出前講義『16歳からの起業塾」
神戸星城高校で開催

夏休みが始まりました!! 最近は夏休みに課題としてビジネスプラン作成

に取り組む生徒も多いようです。ビジネスについて考え、実際に「ビジネス

プラン」を作成することは、将来の起業や進学にも役立つ体験となります。

作成のステップとしては、

①テーマを決める ②市場調査する ③ビジネスモデルを構築する

④収支計画を立てる ⑤プレゼンの資料作成 ⑥フィードバックをもらう

が代表的だそうです。

さらに挑戦するなら、完成したビジネスプランをコンテストに応募するのも

おすすめです!!

高校生ビジネスプランコンテスト「関西NBC B-hack」は9月8日(月)締切で

す!!

皆さんの周りの中・高生の方に是非オススメしてくださいね!!

あとがき

★クイズです！★
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◎◎ツイッター ⇒ @NBK10

◎◎フェイスブック ⇒ @nb.kansai 「いいね!」をお願いします！

◎◎インスタグラム ⇒ @nbk58

行政・諸団体からのお知らせ

未来のチカラ育成委員会では、「出前講義『16歳からの起業塾』」
を7月16日（水）13時～14時、神戸星城高校において実施いたしま
した。
「人を幸せにしたい」「自分の夢を形にしたい」そのために「起業」
を選択する若者は既に世界中にたくさんいます。
この授業は高校生にもわかりやすく、未来の「起業」に必要な考え
方や発想方法をゲーム感覚でお伝えするものです。
毎年神戸星城高校では、特進Ｓコース1年生の生徒に年間6回の
授業を通じて"起業家マインド""起業"についてお教えしています。
第2回目となる授業では、スターバックスやタリーズ、タイミーと
いった事業を例に、「困りごとがビジネスの出発点になる」ことをお
話ししました。
また、ワーク"売れるおにぎり"を考える「おにぎり大作戦」では、単
なる"商品開発"ではなく、"誰かの困りごとをどうやって解決するか
"という原点に立ったアイデアが多く見られ、講師も舌を巻いてい
ました。
宿題として、「おにぎり以外」で"誰かの困りごとを解決するビジネ
スプラン"の作成が出されました。
どんなアイデアが出てくるか、とても楽しみです。

from事務局ざえぬびー
公益社団法人関西ニュービジネス協議会(関西ＮＢＣ)事務局

8月1日はパインの日
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★8月生まれの人はどっち？

8月生まれの人は、明るく元気で、リーダーシップを発揮するタイプが多いと
されています。また、チャレンジ精神が旺盛で、新しいことや流行を積極的
に取り入れる傾向があるとも。。さて、下記のうち8月生まれの人を選んでく

ださい!!

1. ⓐ アーネスト・トンプソン・シートン ⓑ 畑正憲
2. ⓐ 三好達治 ⓑ 萩原朔太郎
3. ⓐ エルヴィン・シュレーディンガー ⓑ 湯川秀樹
4. ⓐ 上村松園 ⓑ 鏑木清方
5. ⓐ 松本清張 ⓑ 司馬遼太郎
6. ⓐ 出光佐三 ⓑ 岩崎弥太郎
7. ⓐ 柳井正 ⓑ 孫正義

8. ⓐ 津田梅子 ⓑ 新渡戸稲造

★クイズです!★の答え・・・1.ⓐ2.ⓐ3.ⓐ4.ⓑ5.ⓑ6.ⓐ7.ⓑ8.ⓑ

◎【中小企業基盤整備機構】

「第25回 Japan Venture Awards」のご案内

【公募スケジュール】

公募 7月2日（水）～8月21日（木）

審査 9月～11月

表彰式 12月18日（木）

※表彰式はハイブリット方式（リアルとオンライン）で開催します。

【応募方法】

下記サイトの「エントリーフォーム」から必要項目を入力し、ご応募ください。

※入力フォームのみでエントリーは完了です。応募用紙の提出は不要でご

ざいます。

URL： https://j-venture.smrj.go.jp/entry/

今月の一枚

7月中旬、大阪・万博会場でブ
ルーインパルスの展示飛行が
行われました。青空の下でのア
クロバット飛行は非常に美しく、
特にスモークを使ったパフォー
マンスは圧巻だったようです。
ブルーインパルスとは、航空自
衛隊に所属するアクロバット飛
行チームの愛称です。パイロット
は全国の飛行機部隊から選ば
れた精鋭揃い。任期は3年。1年
目は訓練期間、2年目は展示飛
行と後輩指導、3年目は後輩指
導と通常任務への復帰というサ
イクル。このようにして、技術と
経験が引き継がれています。
技術と経験の引継ぎは、持続的
な成長と競争力維持のためにど
んな組織であっても不可欠なも
のなんだなあ、と改めて思いま
した。


